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あ
ら
ま
し

令和5年 第２回定例会第２回定例会
◆第２回（６月）定例会は、６月９日から６月 29 日までの 21 日間にわたり開催され、

報告６件のほか、条例の改正や補正予算など７件が市長から提出されました。議案は、
審査の結果、いずれも原案のとおり、可決・承認されました。また、一般質問では
10 名の議員が登壇し、市の方針等を質しました。

　今後は、コロナ禍で変化した価値観を、自らのまちを変えるチャンスとし、これまでの社会状況に依
存した外発的な発展ではなく、地域資源を生かした内発的な発展につなげる対応力が必要であると考え
ます。
　また、まちの持続的な発展には、「まち」と
いう社会的資産を地域社会が力を合わせ、既存
の「まち」をよりよいものに「つくり」変えて
いくという意識が大切です。
　そのためには、私たち職員一人一人が、誰も
が「住みたい」、「住み続けたい」、そう思うこ
とのできる視点を常に意識し、行方市として
の価値をプラスに創造していくことができるよ
う、課題解決に的確に対応してまいりたいと存
じます。

　第２回定例会　提案理由の説明�

第
２
回
定
例
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら 

　
６
月
９
日（
金
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

　
　
　
13
日（
火
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
15
日（
木
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
16
日（
金
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
19
日（
月
）【
本
会
議
】議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　
21
日（
水
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
22
日（
木
）【
経
済
建
設
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
23
日（
金
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
29
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　【
本
会
議
】委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
日
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

（一部抜粋）



3 行方市議会だより No.72

　
行
方
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
３
年

法
律
第
37
号
）
第
49
条
に
よ
る
電
子
署
名
等

に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
14
年
法

律
第
１
５
３
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
所
持
者
に
つ
い
て
移
動
端
末

設
備
を
利
用
し
、
多
機
能
端
末
機
に
よ
る
印

鑑
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

数
、
市
役
所
窓
口
に
よ
る
交
付
数
は

　
本
市
で
は
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
平
成
29
年
12
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交
付

を
開
始
し
ま
し
た
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
数

に
つ
い
て
は
、
開
始
後
の
平
成
30
年
度

は
１
０
８
件
、
令
和
元
年
度
は
２
０
４

件
、
令
和
２
年
度
は
３
４
０
件
、
令
和
３

年
度
は
６
７
５
件
、
令
和
４
年
度
に
は

１
１
１
０
件
と
、年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
窓
口
で
の
交
付
数
は
、
令
和
元

年
度
は
１
万
８
２
３
件
、
令
和
２
年

度
は
１
万
１
９
７
件
、
令
和
３
年
度
は

８
９
９
２
件
、
令
和
４
年
度
は
７
７
１
４

件
と
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
※
過
去
５
年
間
の
年
間
発
行
数
は
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
と
窓
口
交
付
を
合
わ
せ
て
約

１
万
件
で
す
）

　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
利
用
し
て
証
明
書

等
を
申
請
す
る
際
の
操
作
方
法
の
周
知
は

　
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
操
作
方
法

を
周
知
す
る
予
定
で
す
が
、
文
字
だ
け
の

説
明
で
は
分
か
り
に
く
い
た
め
、
実
際
の

操
作
画
面
を
表
示
す
る
な
ど
し
て
、
分
か

り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は８ページをご参照ください。

令和５年第２回行方市議会定例会 付託案件の審査

教
育
厚
生

員
委

会

～　議会へ請願・陳情される方へ　～

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見を
直接「議会」に提出する方法です。

※　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に分
かりやすく書いてください。

※　提出年月日、請願（陳情）者の住所、署名又
は記名押印してください。

※　請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙
に自筆による署名又は記名押印が必要です。

※　紹介議員がつかないときは、陳情書としてく
ださい。

※　提出方法については、議会事務局へお問い合
わせください。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名又は
記名押印　　　　　印

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
署名又は
記名押印　　　　　印
行方市議会議長　　殿

（表紙例） （内容例）
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行
方
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
道
路
法(

昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０
号)

第
10
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め

る
も
の

　
未
供
用
の
道
路
に
対
す
る
今
後
の
対
応

及
び
考
え
方
は

　
基
本
的
に
積
極
的
な
整
備
や
管
理
は
行

い
ま
せ
ん
が
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、

周
辺
に
路
線
が
あ
る
場
合
は
、
併
せ
て
改

良
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
て
、個
別
に
判
断
し
、

対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
行
方
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０
号
）

第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求

め
る
も
の

経
済
建
設

員
委

会

　
行
方
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
道
路
法(

昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０
号)

第
10
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め

る
も
の

　
今
回
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は

　
地
元
区
長
よ
り
整
備
の
依
頼
が
あ
り
、

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
旧
町
で
認
定
し
て
い

た
と
こ
ろ
の
一
部
分
だ
け
認
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
今
回
変
更
す
る
も
の
で

す
。

なめがたネット放送局を検索し、市議会録画中継へ
これまでの録画中継はこちらから▶

本会議の様子を「なめがたエリアテレビ」にて、
生中継しています。

　インターネット（パソコン、スマホ）
では、録画中継をしています。
　現在、平成 29年第２回定例会から
令和５年第１回臨時会までがご覧にな
れます。準備が整い次第、令和５年第
２回定例会も公開いたします。
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令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

　
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
募
集
事
業

　
事
業
者
に
支
払
う
手
数
料
に
つ
い
て

　
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
事
業
者
へ
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

17
％
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
鹿
嶋
市
・
潮
来
市
で
同
様
の
事

業
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
間
、
同
じ

事
業
者
が
委
託
先
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
経
験
値
な
ど
を
考
慮
し
本
市
の
事
業
に
お

い
て
も
、
継
続
す
る
形
で
、
事
業
者
の
選
考
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
通
常
の
掲
載
サ
イ
ト
の
運
営
や
決
済
業
務
の
ほ

か
、
サ
ポ
ー
ト
業
務
や
通
常
の
市
の
業
務
も
担
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
手
数
料
の
率
は
、
他
社
と
比

較
し
高
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
任

予
算
決
算

員
委

会

　
　
東
関
道
自
動
車
道
地
域
振
興
施
設
整
備
事
業

　
市
が
計
画
し
て
い
る
休
憩
施
設
整
備
の
進
捗
状

況
は

　

青
沼
付
近
に
東
関
道
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｐ
Ａ
）
を
造
る
と
い
う
こ
と
で
公
表
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
県
道
２
号
線
と
東
関
道
の

交
差
部
分
の
ど
の
場
所
に
設
置
さ
れ
る
の
か
は
、

近
々
、
国
か
ら
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
、
市
の
地
域
振
興
施
設
も
Ｐ
Ａ

に
隣
接
す
る
形
で
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
た
め
、
可
能
性
の
調
査
に
つ
い
て
、
今
回
補

正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。国
の
進
捗
に
合
わ
せ
、

遅
れ
る
こ
と
な
く
地
域
振
興
施
設
も
整
備
す
る
方

向
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
商
工
振
興
事
業

　
商
工
業
者
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対
策
支
援
金

に
、
養
殖
漁
業
者
が
支
給
の
該
当
と
な
ら
な
い
理

由
、
養
殖
漁
業
者
へ
の
今
後
の
対
応
は

　
水
産
業
者
に
つ
い
て
も
、
全
体
的
な
業
種
に
対

す
る
支
援
等
に
は
該
当
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
飼
料
が
高
騰
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
畜
産
業
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
高
騰
と
い
う
こ

と
で
商
工
事
業
者
等
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
各
事
業
者
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま

え
、
適
時
適
切
に
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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社
会
福
祉
総
務
事
務
費

　
緊
急
支
援
給
付
金
補
助
金
返
還
金
に
つ
い
て
、

算
定
根
拠
、
算
定
基
準
は

　

緊
急
支
援
給
付
金
補
助
金
返
還
金
に
つ
い
て

は
、
全
世
帯
数
１
万
２
８
７
８
世
帯
か
ら
課
税
世

帯
９
２
２
４
件
を
引
い
た
３
６
５
４
件
が
課
税
世

帯
以
外
と
い
う
こ
と
で
、
国
へ
の
補
助
金
の
申
請

の
基
準
と
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
転
入
者
・
家
計

急
変
世
帯
見
込
２
６
０
世
帯
を
加
え
、
国
へ
の
所

要
額
と
し
て
３
９
１
４
世
帯
を
申
請
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
３
７
１
９
世
帯
の
交
付
決
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

市
民
か
ら
申
請
を
受
け
た
結
果
２
６
８
９
世

帯
が
該
当
と
な
り
、
交
付
決
定
と
結
果
の
差

１
０
３
０
世
帯
分
５
１
５
０
万
円
を
返
還
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
返
還
額
が
多
く
な
っ
た
理
由

と
し
て
は
、
世
帯
全
員
が
他
世
帯
の
扶
養
と
な
っ

て
い
る
場
合
に
該
当
と
な
ら
な
い
こ
と
、
転
入
者

が
想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
通
達
か
ら
申
請
ま
で
の
期
間
が
短

く
、
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
は
概

算
で
申
請
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
正
確
な
数
字
の
把
握
を
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
行
方
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
特
別
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の

で
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第

２
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

　
　
総
合
相
談
事
業
費

　
包
括
的
支
援
事
業
委
託
料
の
内
容
は

　
行
方
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
業
務

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
の
３

年
間
を
委
託
方
式
に
よ
り
実
施
、
３
年
間
の
委
託

料
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。
今
回
、
公
募
に
よ
り

事
業
者
を
募
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
事

業
者
を
決
定
し
、
来
年
４
月
か
ら
委
託
方
式
で
運

営
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
民
間
に
委
託
す
る
理
由
は

　
セ
ン
タ
ー
を
適
切
に
運
営
す
る
た
め
、
介
護
保

険
法
に
よ
り
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介

護
支
援
専
門
員
の
３
職
種
を
原
則
配
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
直
営
で
運
営
し
て
い
く
場

合
、
定
期
的
な
人
事
異
動
等
に
よ
り
、
人
材
確
保

及
び
人
員
配
置
が
課
題
で
す
。委
託
す
る
こ
と
で
、

人
員
面
の
課
題
を
解
決
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

行方市議会では、夏の軽装（クールビズ）を推進しています

　今定例会では、ノーネクタイ、ノー上着で一般質問等を行いました。
　また、議場の冷房温度を 28度に設定し、常に換気を行いながら、引き続き感
染症対策を徹底しました。
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▼
令
和
４
年
度
行
方
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
令
和
４
年
度
行
方
市
一
般
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
令
和
４
年
度
行
方
市
一
般
会
計
継
続
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
令
和
４
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
令
和
４
年
度
行
方
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
）

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第

１
８
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分
し
、

同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
報
告
す
る
も
の

▼
令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、提
案
さ
れ
、可
決
し
ま
し
た
。

　
■
道
路
河
川
災
害
復
旧
事
業

　
　
※
令
和
５
年
台
風
第
２
号
の
接
近
に
伴
う
大
雨

に
よ
る
災
害
復
旧
工
事

追
加
議
案

本会議の内容を知りたい
「行方市議会　会議録検索システム」

　本会議の内容は、なめがた
エリアテレビや、インター
ネット録画中継でもご覧にな
れますが、会議の公式記録は
会議録となります。会議録は、
インターネットにて全文を確
認できます。
　市議会ホームページで「会
議録」を選択してください。

各委員会への 付託が省略された議案
議決結果は８ページをご参照ください。

大雨により陥没した路面
（芹沢地内）
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《市長提出議案》

令和５年第２回行方市議会定例会　提出議案議決結果
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告第 ８ 号 令和４年度行方市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ
いて ― ―

報告第 ９ 号 令和４年度行方市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告につ
いて ― ―

報告第 10 号 令和４年度行方市一般会計継続費繰越計算書の報告について ― ―

報告第 11 号 令和４年度行方市水道事業会計予算繰越計算書の報告につい
て ― ―

報告第 12 号 令和４年度行方市下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ
いて ― ―

報告第 13 号 専決処分の報告について 
（損害賠償の額を定め、和解することについて） ― ―

議案第 29 号 行方市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 30 号 行方市道路線の廃止について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 31 号 行方市道路線の変更について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 32 号 行方市道路線の認定について 原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 33 号 令和５年度行方市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決
（全会一致）

予算決算
常任委員会

議案第 34 号 令和５年度行方市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ
いて

原案可決
（全会一致）

予算決算
常任委員会

議案第 35 号 令和５年度行方市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決
（全会一致） ―

※　デジタルブックの配信は発行日の 10 日後となります。

無料アプリ『カタポケ』
このアイコンが目印です。

スマホで読める！議会だより
デジタルブック配信しています

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読めます。
○ 10 言語で読めます。
○音声読み上げもできます。
○文字サイズを調整できます。
　※ブラウザは音声読み上げに対応しておりません。

音声読み上げには無料アプリ（カタポケ）の
インストールが必要です。
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第２回（６月）定例会で補正された予算（令和５年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第 33号
一般会計（第３号）

５億 2,025 万３千円
増額
（186億 8,154 万１千円）

　・ふるさと応援寄附金募集事業　/　１億５千万円
　・東関道自動車道地域振興施設整備事業
　　（高速道路休憩施設整備基本調査等業務委託料）　
� /　330万円
　・低所得世帯支援事業　/　１億 1,664 万９千円
　・商工振興事業（商工業者等エネルギー高騰対策支援金）
　� /　7,950 万円
　・給食センター運営事業（賄材料費）
� 　/　1,086 万７千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（全会一致）

議案第34号
介護保険特別会計
（第１号）

16千円　増額
（38億 3,801 万６千円） 　・総合相談事業費　委員謝礼金　/　16千円　 原案可決

（全会一致）

※議案第33号及び議案第34号が予算決算常任委員会に付託されました。

第２回（６月）定例会で補正された予算（令和５年度・追加議案）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第 35号
一般会計（第４号）

１億 8,800 万円　増額
（188億 6,954 万１千円）・道路河川災害復旧事業　/　１億 8,800 万円

原案可決
（全会一致）

議会トピックス

行方市に視察に来訪されました

長野県小諸市議会　総務文教委員会（６名）
　期　　日：令和５年７月 13日（木）
　視察内容：廃校の活用について

　〇行方市の廃校となった学校跡地の利活用事例
　　について
　〇なめがたファーマーズヴィレッジについて

今後ますますのご発展をご祈念いたします


